
 
 

追 加 関 連 論 文（その２） 

（ケイ酸塩類） 

 

１ SECTION 9: Reactions to Environmental Agents. HANDBOOK OF PHYSIOLIGY, 

American Physiological Society, BETHESDA, MARYLAND (1977) : 362 

・・・ P 1 

  American Physiological Societyの生理学ハンドブックの中で、ヒツジにおいて、

二酸化ケイ素の吸収量はその食餌中の含量と溶解度に依存するとされている。 

 

２ 眞柄泰基 監修. 水道水質事典. 日本水道新聞社 (2002): 239 

・・・ P 3 

ケイ酸について、環境中の存在等の概要を示したもの。わが国の河川水での平

均的含有量は 20 mg/L程度とされている。 
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